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＜報告事項＞  

➢ 地域女子担当者会議 2021年 2月 7日（日）  （2021年事業計画より抜粋） 

参加者：地域女子部長 （ 蝦名 隆幸氏） 

1. 女子 1級認定審査 

2. 地域 2級推薦研修会 

 

 

 

 

3. 全国大会等への割当 

 

 

 

4. 全日本大学女子連盟との連携 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ５. 女子１級認定審査変更の検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➢ 2021年 第 1回地域指導者部会長及び地域イントレマネジャー合同会議 

  2021年 3月 21日（日） 13:00~16:30 

  参加者：各地域 指導者部長（ 村山 尚哉氏）、ｲﾝﾄﾚﾏﾈｼﾞｬｰ（ 森 英樹氏） 

13:00 黛委員長 挨拶 

 〇地域でのイントレの位置づけについて    

 〇アセスメント評価の手引きⅢについて 

 〇各地域 1級 INSの活動について「小さなチャレンジ、大きなチェンジ」 

 〇2020年度 1級 INS認定 3次審査のフィードバック  

 〇お困りごと要望について 

 〇スモールプラクティカルについて 

 〇ディスカッション（３地域×3グループ） 

  指導者部会でのイントレ事業事例及び課題と解決策について 

  (イントレ受講者の審判指導の機会を明確にする） 

 〇各グループ発表 

 〇まとめ  連絡事項 

16:30 小川副委員長挨拶 



①地域における審判指導トレセン（イントレ）の位置づけ 

 

 

 

 

 

 

 

②地域 FA と共有すべきこと 

 

③各地域の 1級インストラクターの活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➢ IFAB年次総会における審議事項など   （正式な決定・詳細は、今後） 

• 競技規則：ハンドの反則の改正 

• 脳振盪の交代の最新状況の説明 

     （試験は 2022年 4月まで続けられる予定。競技規則に反映されるのは 2023/24年  



からと思われる。）⇒HKFAでは今まで通り。J リーグ関係の試合にて適用。 

• 第 3条の暫定的な改正の延長は、コロナの関係で引き続き検討する。 

• 競技規則が有効となる日を 6月 1日から 7月 1日に変更する。 

      （地域、地区協会において、いつから適用とするかは検討） 

• オフサイドの定義について 

      ⇒体の重なり具合の判断が示される。 

 

 

➢ 審判員向け「指導スキルセミナー」開催  

（1級・女子 1級向け） 3/18~7/15 計 10回 （第 1・3木曜日） 

■目的 

  １．審判員として現役の期間のうちに“審判員の指導”について考え、指導者になるため

のスキルを身に着けてもらうトライアルをして頂く。 

  ２．審判員としての審判パフォーマンスの見方とは違った角度でのアプローチを学ぶこ 

とで、自らの審判スキルを向上させる機会にして頂く。 

  ３．審判員やその指導者としてだけでなく、一般的な業務や日常生活などに生かせるア

プローチやスキルを学べる機会として活用いただく。 

■内容 

１．これからの”指導“とは… （JFA審判委員会が目指す審判員育成に基づいて） 

２．審判コーチングについて （なぜ審判員にコーチングが必要か） 

３．チューターリングについて （競技規則の解釈と適用をどのように学んでもらうか） 

４．レフェリング分析について （審判員のレフェリングをどのように分析し評価するか） 

５．指導実践  等  

 

➢ 昇級審査関係 

• 女子 1級  5名がリスト 

• フットサル  9名がリスト （北海道 1名受験） 

      予備審査（オンラインによる競技規則テスト） 4月 

      1次審査（地域リーグ 2試合、競技規則テスト） 6月~7月 

      2次審査（全国選抜フットサル大会 2試合） 9月 

      3次審査（地域リーグ 2試合）11月～12月 

 


